
ImageJによるTLC解析

ImageJで画像ファイルを開く

File → Open… → ファイルを選ぶ

iPhone等から転送した.HEICを拡張

子に持つ写真ファイルを開けない場合
には、JPGなどに変換してから開く。

画像の傾き補正

横長に画像が開かれた場合には
Image → Transform →
Rotate 90 Degrees Right
or Rotate 90 Degrees Left で
縦長にする。

画像の傾き補正
Edit → Selection → Select All

画像の傾き補正
Image → Transform → Rotate

ほぼ真っ直ぐであ
れば以降の傾き
補正過程を省略
して良い。この操
作により失われる
データがあるため。

画像の傾き補正

－は反時計回り，＋は時計回り
適切な角度を選ぶ

回転させすぎた場合には，
Edit → Undoで元に戻すOK
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画像の傾き補正 選択範囲外の消去

□でTLC板部分を選択する

選択範囲外の消去

Edit → Clear Outside

選択範囲外の消去

Backgroundを補正する

Process → Substract Background

Backgroundを補正する

OK
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Backgroundを補正する 線ツールを選択する

線ツールを選ぶ。

直線を引く

重要！！

線は原点から先端に向かっ
て(下から上へ)引くこと。上か
ら下へ線を引くとバンド解析
と同じ計算法になる。

線による測定

Analyze → Plot Profile

線による測定

グラフの上にマウスポインターを持っていく
とX, Yの座標が□の選択ボックスの下に表
示される。右端のX値が全長のaとなるので
ピークのX値からピークのRf値はX/aとなる。

線による測定

残りも同様に行う。
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バンド解析

・□ツールを選択し，□で初めのレーンを囲
む。

・初めに選択するレーンは最も左（泳動が
上下方向の場合）または上（泳動が左右方
向の場合）のものにする。

バンド解析

Analyze → Gels → Select First Lane

バンド解析

１の選択範囲にカーソルを持って行き、
左クリックで次のレーンへドラッグする。

バンド解析

バンド解析

Analyze → Gels → Select Next Lane

バンド解析
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バンド解析

次にレーン２の選択範囲にカーソル
を持って行き，同様の操作でレーン３
を選ぶ。

Analyze → Gels → Select Next Lane

バンド解析

Analyze → Gels → Plot Lanes

バンド解析

注意！！

バンド解析ではピー
クは上から下が、左
から右で表される。
そのため、全長をa
とするとピーク位置b
はｂ = a - Xとなるの
でRf値は(a – X)/aと
なる。

SDS-PAGEやDNA電気泳動の解析

• 光合成色素のTLCによる分離を解析する場合、別々の色素である
ため濃淡や面積強度で物質量の比を求めることはできない。

• 一方、DNAやタンパク質の場合、濃淡や面積強度で物質量の比を
測定できる。SDS-PAGEやDNA電気泳動を行う学生実験があるの
で、ImageJを用いた解析を行うことが望ましい。以下のURL参照。

• http://seesaawiki.jp/w/imagej/d/ImageJ%a5%de%a5%cb%a
5%e5%a5%a2%a5%eb%a1%a7Analyze%a1%ca%b2%f2%c
0%cf%a1%cb%a5%e1%a5%cb%a5%e5%a1%bc#gels

• http://togotv.dbcls.jp/20121119.html

• http://www.imeasure.co.jp/report/ImageJ_CBB.html

• https://life-science-project.com/856/
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